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 議員派遣として参加した研修会議の内容は、次のとおりでした。 
 

期 間  令和６年１１月６日(水) １３：００～１６：００ 

場 所  グランメッセ熊本 ２階 コンベンションホール 

目 的 
 第１７回熊本県町村議会広報コンクール表彰式・ 

令和６年度町村議会広報研修会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 
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１．第１７回熊本県町村議会広報コンクール表彰式 

 湯前町議会が初の特選(グランプリ) 

 

全３１町村議会から応募があり、越地真一郎・熊本大客員教授ら３人が、

内容や読みやすさ、表現力を審査した。 

 本町議会の広報紙は、議案審議や一般質問など本会議の内容のほか、く

ま川鉄道湯前駅の周辺整備についても特集。審査員からは、「全体のレイ

アウトがすっきりしている。駅周辺整備に真剣に向き合う議会の姿勢が伝

わる」などが評価された。 

 

２．広報コンクール講評・パネルディスカッション 

 テーマ：「住民の期待に応えているか!!」 

 ファシリテーター：熊本大学客員教授 超地 真一郎 氏 

 パネリスト：湯前町議会 椎葉 弘樹、ほか 大津町議会、御船町議会、

高森町、水上村の各広報委員長 

 

広報担当議員によるパネルディスカッションに１５０人が出席。 

 



 

２．所感 

熊本県町村議会広報コンクールで本町議会が初の特選(グランプリ)を受

賞できたのは、議会事務局や執行部、ご協力いただいた住民の皆様など、

多くの方々のご協力のおかげである。改善を続けてきた成果でもある。 

今後も、住民の期待に応える議会広報を目指していきたい。今回の審査

結果をもとに、次回の広報紙には改善点を反映させたい。 

次回の委員会では、議会だよりの実態を調査するため、アンケート調査

を新たな企画として提案したい。 

 

 

今回の研修で改善したほうがよいと思われる点を以下に示す。 

 

【表紙】 

〇記事は、文章だけにならないよう、イラスト化に配慮する。 

＞編集要領に追加。 

 

【P2～3】 

〇図が小さくならないよう見やすくする。 

＞編集要領に追加。 

〇議案審議の賛否一覧は、本会議の記事に関する議案を賛否一覧に掲載す

る。また、対応が分かるようにする。 

＞編集要領と原稿テンプレートに追加。 

 

【P9～13】 

〇帯下に各コーナータイトルを入れる。 

＞編集要領と原稿テンプレートに追加。 

 

 

 

 

 

 


